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- 人口と家族の変化を中心に-












































km にわたって展開している｡ 下流部の川沿いの州都コタバルから約 31km,郡役所所在地の
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年 齢(1971年) クアラルンプ ー ル(pJ.を含む) その他の州 外 ウルクランタン郡 夕ナメラ郡 コタバル郡 パシルマス那 (ガロックを除 く) そ の 他(不明を含む)
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
0-4 6 6 10 8 6 3 2 5 3 2 5 1 2 3
5-9 8 2 9 12 7 5 4 4 2 4 7 7 2 2
10-14 6 2 11 7 5 2 6 8 2 5 2 9 3 2
15-19 5 3 7 4 3 2 1 3 2 2 4 7 5
20-24 3 2 1 1 1 6 3 3l l
25-29 2 1 1 1 4





















表2 年齢 階級 別 出生率 お よび TFR
(1972-1991)
1972-1991
年齢階級 出生数 延経過年 数 出生率(去笑/D^)
15-19 43 651 0.066
20-24 173 758 0.228
25-29 180 673 0.267
30-34 113 564 0.200
35-39 70 426 0.164
40-44 13 342 0.038
TFR 4.860
15-19 36 431 0.084
20-24 85 380 0.224
25-29 70 252 0.278
30-34 34 190 0.179
35-39 25 181 0.138
40-44 5 161 0.031
45-49 1 160 0.006
TFR 4.700
15-19 7 220 0.032
20-24 88 378 0.233
25-29 110 421 0.261
30-34 79 374 0.211
35-39 45 245 0.184
40-44 8 181 0.044

































































男 子 女 子
適合順位 モデル生命表 平均寿命 モデル生命表 平均寿命
l EastLevel20 63.0歳 EastLevel19 65.0歳
2 WestLevel20 63.6歳 WestLevel20 67.5歳
3 SouthLevel18 58.6歳 southLeve118 62.5歳







夫棉の 配偶者の 配偶者 配偶者の 養 取 親 離 婚 蘇












































夫棉の 配偶者の 配偶者 配偶者の 養 取 親 離 婚 蘇
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うち,上の2人 (9歳女子および7歳男子)は父親と共にガロックに戻 り,下の4人 (6歳男
千,5歳女子,3歳男子,1歳男子)は母親と共にクアンタンで暮らしている｡




事例 4 夫 (39歳),秦 (30歳)ともにガロック出身であるが,夫は陸軍情報部に勤務して,
ウルクランタン郡に住み,妻は9歳の男子以下 3歳の女子に至る3男 1女とともにガロックに
居住する｡夫は週 1回戻ってくる｡
事例 5 妻 (31歳)はガロック出身,夫は トレンガヌ州出身である｡ 現在夫は FELDA に勤
務して,グアムサンに居住 し,過に 1度,ガロックに住む妻と子 (9歳女子および7歳男子)
のもとに帰って来る｡
事例 6 妻 (23歳)が 2カ月の男子とともに,ガロックで母親および義父と暮らしている｡ 夫
(24歳)は兵隊で,タナメラにいるが,まだ住宅の供与が得られない｡
事例 7 夫 (Sフ歳)はガロック出身｡現在ガロックに家屋を新築中で半分だけできあがってい
る｡夫は現在パハン州に出稼ぎ中で,秦 (年齢不詳)と子 (3歳男子および 1歳男子)ばラン
ダウパンジャンの妻の母と共に住んでいる｡



































































結果であろう｡ これらに加えて,離婚 して戻った女性がひとつの世帯を構えた事例が l件あ
る｡
親族がガロック出身の場合が7件 (3.3%)ある｡ 何らかのってを頼 りにガロックでの居住が
実現 している｡親がガロック出身でガロックに相続地がある者や妻の前夫 (死別)の土地に居
住するなど,自分の所有地に戻って来た者もあるが,おじの土地などを無料で借用 して家を建
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